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第31回文化サロンdeピアソン

今
年
は
、
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
開
館
50
周
年
の
年
で
す
！

　

ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
は
、旧
ピ
ア
ソ
ン
邸
改
修
工
事
を
１
９
７
０
（
昭

和
45
）
年
９
月
か
ら
始
め
、
１
９
７
１
（
昭
和
46
）
年
の
５
月
31
日

に
開
館
式
を
行
い
、
そ
の
年
の
10
月
１
日
に
「
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
条

例
」
が
制
定
さ
れ
、
正
式
な
記
念
館
と
し
て
誕
生
致
し
ま
し
た
。

　

開
館
30
年
後
の
２
０
０
１
（
平
成
13
）
年
に
は
、
北
海
道
遺
産
第

５
号
に
選
定
さ
れ
、
今
年
で
北
海
道
遺
産
と
し
て
の
20
周
年
も
迎
え

ま
す
。

　

ピ
ア
ソ
ン
師
の
故
郷
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
市
と
の
姉
妹
都
市
交
流
も
、一

昨
年
の
２
０
１
９
（
令
和
元
）
年
に
は
提
携
50
周
年
を
迎
え
、

エ
リ
ザ
ベ
ス
市
か
ら
は
ボ
ル
ウ
ェ
ッ
ジ
市
長
夫
妻
ほ
か
10
余
名

の
訪
問
団
を
記
念
館
に
迎
え
ま
し
た
。
更
に
、
当
時
の
駐
日
大

使
ハ
ガ
テ
ィ
ー
氏
と
家
族
５
名
も
迎
え
、
ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
の
業

績
を
大
使
と
家
族
に
紹
介
し
ま
し
た
。

　

左
の
写
真
は
、
ハ
ガ
テ
ィ
ー
駐
日
大
使
と
家
族
、
エ
リ
ザ
ベ

ス
市
か
ら
の
訪
問
団
と
ボ
ル
ウ
ェ
ッ
ジ
市
長
、
そ
し
て
辻
北
見

市
長
、
当
会
理
事
長
の
吉
田
邦
子
、
背
後
に
は
等
身
大
の
ピ
ア

ソ
ン
夫
妻
の
写
真
を
配
置
し
て
の
記
念
撮
影
写
真
で
す
。
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投
稿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
責
：
北
原
俊
之

　
　
ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
の
年
譜
か
ら
拾
う　
　

　
　
　
　
　
　
　

〜 

七
月
、
八
月
、
夏
休
み
に
ま
つ
わ
る
あ
れ
こ
れ 

〜

第４回

　

 

夏
休
み
期
間

　
　

 

一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年

　

 

ピ
ア
ソ
ン
青
年
夏
休
み
を
ド
イ
ツ

　

 

と
欧
州
各
国
で
過
ご
す(

23
歳)

　

大
学
卒
業
後
に
ピ
ン
グ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
で
二
年
間
教
職
に
就
き
ま
し
た
が
、

そ
の
一
年
目
の
夏
休
み
に
ド
イ
ツ
を
中

心
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
を
し
た
こ
と
を

同
窓
会
誌
に
投
稿
し
て
い
ま
す
。
文
学

青
年
を
気
取
っ
て
の
旅
で
あ
っ
た
こ
と

を
書
い
て
い
ま
す
。

　
　
　

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

『1882

年
卒
・
卒
業
後
三
周
年
同
期
会

集
録
』（
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
：1885

）

個
人
消
息
・
動
静 

　
　

Ｇ
・
Ｐ
・
ピ
ア
ソ
ン  p.27

～28

　

…
…
…
…
昨
年
一
年
分
の
給
与
総

額
の
半
分
の
額
を
費
や
し
、
昨
年

〔
一
八
八
四
年
〕
の
夏
休
み
の
間
じ
ゅ
う

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
旅
行
し
、
大
半
を
ド
イ

ツ
の
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
で
過
ご
し
、
ヘ

ル
マ
ン
と
ド
ロ
テ
ー
ア
を
気
ど
っ
て
、

明
る
い
現
地
人
と
ふ
れ
あ
う
中
で
、
生

粋
の
ド
イ
ツ
人
の
よ
う
に
生
活
し
た
。

〔
そ
の
後
〕
オ
ラ
ン
ダ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
数
日
間
訪
れ
、
ロ
ン

ド
ン
に
は
か
な
り
滞
在
し
た
。〔
最
終
的

に
は
〕
米
国
で
、
恒
久
的
に
生
活
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
文
筆
家
と
し
て
、
米

国
の
文
学
者
数
人
の
伝
記
を
編
集
す
る

こ
と
に
、
私
の
人
生
最
大
の
努
力
を
払

っ
て
い
ま
し
た
。（1885.6.1.

記
）

　
 

八
月
二
一
日
（
火
）

　
　

 
一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年

　

 

ピ
ア
ソ
ン
宣
教
師
米
国
を
出
帆
し

　

 

日
本
へ
向
か
う(

28
歳)

。

　

米
国
を
離
れ
る
に
あ
た
り
、
出
帆
の

地
ま
で
の
道
の
り
で
各
地
を
旅
し
て
、

大
学
同
期
生
と
会
っ
た
こ
と
を
報
告
し

て
い
ま
す
。

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

『1882

年
度
卒
業
生　

10
周
年
同
期
会

集
録
』（
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学1892

）

投
稿
文
（
随
筆
：
経
歴
）

　
　
　

Ｇ
・
Ｐ
・
ピ
ア
ソ
ン
、p.45

　

…
…
…
…
一
八
八
八
年
〔
日
本
に
向

か
う
ま
で
の
米
国
内
で
〕、
途
中
で
カ
ン

ザ
ス
シ
テ
ィ
ー
に
立
ち
寄
っ
て
、
フ
ラ

ン
ク
・
シ
ン
プ
ソ
ン
と
会
い
、
ソ
ル
ト

レ
ー
ク
シ
テ
ィ
ー
で
は
、
昔
か
ら
の
会

社
、
ク
リ
ッ
チ
ロ
ー
＆
マ
ー
フ
ィ
ー
が
、

相
変
わ
ら
ず
定
着
し
て
い
る
の
を
見
つ

け
ま
し
た
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
は
、

ビ
リ
ー
・
ス
カ
ダ
ー
と
波
止
場
で
ば
っ

た
り
会
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
、
私
が

故
国
を
離
れ
る
に
際
し
て
、
最
後
に
会

っ
た
82
年
度
卒
業
生
で
す
。
日
本
に
向
か

う
途
中
に
は
、
ホ
ノ
ル
ル
に
立
ち
寄
り
ま

し
た
。
皆
さ
ん
も
日
本
に
来
る
際
に
は
、

〔
ホ
ノ
ル
ル
を
〕
旅
程
に
入
れ
る
こ
と
を

忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

『
田
舎
伝
道
者　

ピ
ア
ソ
ン
宣
教
師
夫

妻
』（
小
池
創
造
著　

1967.12

）

第
一
章
（
三
）
宣
教
師
と
し
て
日
本
へ

p.22

～23

　

ピ
ア
ソ
ン
は
八
月
二
十
一
日
い
よ
い

よ
ア
メ
リ
カ
を
出
帆
し
、
沖
へ
沖
へ
と

深
み
に
向
っ
て
こ
ぎ
出
し
日
本
を
目
ざ

し
た
。
当
時
船
で
は
一
か
月
以
上
も
か

か
る
太
平
洋
を
、
水
と
真
夏
の
太
陽
の

輝
き
に
照
ら
さ
れ
な
が
ら
遂
に
約
束
の

地
日
本
に
つ
い
た
。
そ
の
頃
は
横
浜
に

も
秋
風
が
吹
き
始
め
、
涼
し
く
な
る

季
節
と
な
っ
て
い
た
。
彼
は
日
本
に

向
う
船
中
で
思
い
め
ぐ
ら
し
た
こ
と

を
、
晩
年
次
の
よ
う
に
綴
っ
て
い
る
。

「
…
…
…
…　
（
次
の
項
目
で
こ
の
部
分

を
記
載
）
…
…
…
…
」
か
く
し
て
彼
の

船
は
秋
風
も
さ
わ
や
か
な
憧
れ
の
国
日

本
の
横
浜
港
に
つ
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

＊　
　

＊　
　

＊

  

ピ
ア
ソ
ン
さ
ん
船
中
で
の
思
い

　
　

Forty happy years
の
冒
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

p.1
～p.2

一　

日
本
に
来
た
こ
ろ

月
影
さ
や
か
に
、
歌
を
口
ず
さ
み
つ
つ
、

お
ま
え
は
船
の
前
方
デ
ッ
キ
に
す
わ
っ

て
い
る
。
舳
先
は
ゆ
る
や
か
に
水
に
ひ

た
り
、
静
か
な
海
を
か
き
わ
け
、
一
路

お
前
を
招
く
ア
ジ
ア
へ
向
け
て
進
ん
で

ゆ
く
。
母
と
別
れ
た
最
後
の
抱
擁
が
や

さ
し
く
、ま
た
任
職
式
で
歌
わ
れ
た
「
汝

わ
れ
と
共
に
い
ま
せ
ば
、
わ
れ
戦
い
を

怖
れ
じ
」
の
讃
美
歌
が
勇
壮
に
思
い
起

こ
さ
れ
る
。
お
前
は
長
年
バ
ラ
ッ
ク〔
家

庭
・
教
会
・
神
学
校
と
い
う
兵
舎
〕
で

き
び
し
い
訓
練
を
受
け
て
き
た
。
前
途

を
き
り
開
き
、
か
じ
を
と
る
の
は
希
望

で
あ
る
。
お
前
は
封ふ

う
か
ん緘
命
令
を
与
え
ら

れ
、
こ
の
上
な
い
す
ば
ら
し
い
冒
険
に

挑
戦
し
て
旅
立
っ
た
。
心
は
平
安
に
満

ち
て
い
る
。
老
練
の
ベ
テ
ラ
ン
た
ち
が

間
も
な
く
出
迎
え
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。

お
前
と
同
世
代
の
同
僚
た
ち
も
や
が
て
、

永
遠
の
み
が
測
る
こ
と
の
で
き
る
友
情

の
手
を
差
し
延
べ
て
く
れ
よ
う
。
自
分

の
主
人
〔
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
〕
に
最

善
を
捧
げ
る
誓
い
こ
そ
、
お
前
の
確
信

で
は
な
か
っ
た
か
。
お
前
は
、
主
人
に

よ
っ
て
啓
示
さ
れ
た
神
の
御
旨
の
中
に

こ
そ
完
全
の
自
由
を
見
出
す
無
給
の
労

働
者
と
し
て
、
そ
の
奉
仕
に
狂
喜
し
て

い
る
。

　

若
者
よ
、
歌
い
つ
づ
け
よ
、
お
前
の

若
い
日
に
自
分
の
心
を
喜
ば
せ
よ
！　

笑
う
に
時
が
あ
り
、
泣
く
に
時
が
あ
る
。

お
前
は
今
、
は
る
か
彼
方
に
危
険
な
道
、

暗
い
谷
間
が
横
た
わ
っ
て
い
る
と
は
考

え
て
い
ま
い
。
し
か
し
、
地
平
線
に
は

ま
だ
障
壁
に
囲
ま
れ
た
町
々
が
あ
り
、

ア
ナ
ク
人
の
子
孫
〔
巨
人
ゴ
リ
ア
テ
は

ア
ナ
ク
び
と
の
子
孫
と
言
わ
れ
る
。
民

数
記
一
三
・
三
二
ー
三
三
〕
が
怒
り
狂
っ

て
い
る
。

「Forty H
ap

p
y Years In Jap

an 1888-

1928
」 (1936

刊)

『
使
徒
は
ふ
た
り
で
立
つ

　

～
北
海
道
の
ピ
ア
ソ
ン
ば
あ
さ
ん
・
じ
い

さ
ん
の
話
～
』（
ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
原
著
／
小
池

創
造
・
小
池
栄
訳　

1985 .7.31

）

　

 

七
月

　
　

一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年

　

 

ピ
ア
ソ
ン
宣
教
師

　

 

中
学
校
の
職
を
辞
す
る
。
地
域
で

 　

の
伝
道
活
動
（
31
歳
）。

　

ピ
ア
ソ
ン
さ
ん
が
伝
道
生
活
を
志
向

し
て
千
葉
で
生
活
し
て
い
る
こ
と
を
大

学
の
同
期
生
が
語
り
、
本
人
も
語
っ
て

い
ま
す
。

　
　
　

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

『1882

年
度
卒
業
生　

10
周
年
同
期
会

集
録
』（
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学1892

）

個
人
の
投
稿
文
（
随
筆
：
経
歴
）

　

ポ
ー
ル
・
マ
ー
テ
ィ
ン　

p.39

　

…
…
…
…
ジ
ョ
ー
ジ
は
、
健
康
で
、

日
本
語
と
英
語
で
宣
教
の
た
め
の
刊
行

物
を
編
集
す
る
な
ど
し
て
、
仕
事
に
励

ん
で
お
り
、
ま
た
、
外
国
人
と
し
て
も

英
語
話
者
の
外
国
人
と
し
て
も
彼
一
人

し
か
い
な
い
よ
う
な
、
人
口
が
百
万
人

ほ
ど
の
地
域
で
暮
ら
し
て
い
る
の
で
す
。

そ
の
地
で
の
仕
事
は
、
公
立
の
学
校
で

教
え
る
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
な
〔
日

本
人
ば
か
り
の
地
に
〕
た
っ
た
一
人
身

を
置
い
て
仕
事
す
る
こ
と
を
選
ん
だ
目

的
は
、
彼
が
、
日
本
語
を
徹
底
的
に
身

に
つ
け
よ
う
と
す
る
た
め
だ
っ
た
の
で

す
。
最
近
聞
い
た
話
で
は
、
彼
は
、
家



３
事
を
し
て
も
ら
う
た
め
の
日
本
人
家
政

婦
を
雇
っ
て
、
靴
下
を
全
て
繕
っ
て
も

ら
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
　
　

＊　
　

＊　
　

＊

　
　
　

Ｇ
・
Ｐ
・
ピ
ア
ソ
ン  p.45

　

…
…
…
…
〔
明
治
学
院
〕
大
学
で
一

年
あ
ま
り
教
師
を
し
ま
し
た
が
、
そ
の

後
は
、
主
と
し
て
日
本
語
に
熟
達
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
、
語
学
学
習
と
練
習

の
た
め
に
、
東
京
郊
外
の
公
立
学
校
で

職
を
得
ま
し
た
。
こ
の
学
校
を
退
職
し

た
あ
と
も
今
も
っ
て
、
私
は
日
本
語
学

習
を
続
け
て
お
り
、
い
つ
か
来
た
る
べ

き
日
が
来
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

日
本
語
を
学
習
し
て
、
日
常
的
な
伝
道

活
動
を
す
る
の
に
十
分
な
程
度
ま
で
の

日
本
語
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
、
極
め

て
難
し
い
も
の
で
す
。

　

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─　

　

千
葉
の
公
立
中
学
校
の
職
を
七
月
で

辞
め
〔
当
時
は
七
月
が
年
度
末
、
九
月

入
学
〕
る
ピ
ア
ソ
ン
さ
ん
で
す
が
、
次

の
手
紙
を
読
む
と
、
田
舎
伝
道
へ
の
意

欲
が
う
か
が
え
ま
す
。
ま
た
、
北
海
道

の
話
題
が
出
て
き
て
い
て
、「
ど
ん
な
場

所
に
で
も
行
く
」
決
意
が
表
明
さ
れ
て

い
ま
す
。
手
紙
の
原
文
を
再
度
読
み
込

ん
で
み
ま
し
た
。

　
　
　

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

ピ
ア
ソ
ン
の
手
紙N

o.7 
       　

千
葉
町
、
千
葉
〔
県
〕、
日
本

　
　
　
　
　

１
８
９
１
年
５
月
14
日

    　
　
　
　

 

受
信 

１
８
９
１
年
６
月

親
愛
な
る
ド
ク
タ
ー
・
ギ
レ
ス
ピ
ー
、

　

…
…
…
…
〔
千
葉
県
で
の
〕
私
た
ち

の
伝
道
活
動
は
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
、

私
た
ち
は
ほ
ぼ
毎
晩
ど
こ
か
の
場
所
で

〔
伝
道
〕
集
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
し
、

集
会
に
は
、(

…
…
判
読
不
明
語
…
…)

で
は
あ
り
ま
す
が
興
味
を
持
っ
て
耳
を

傾
け
る
人
々
が
参
加
し
て
い
ま
す
。〔
公

立
中
学
校
〕
の
教
師
の
仕
事
は
、
七
月

に
任
用
切
れ
に
な
る
は
ず
で
す
が
、
そ

の
後
の
身
の
振
り
方
は
〔
今
の
と
こ
ろ
〕

確
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
〔
今
後
の
私
の
活
動
予
定
は
〕
次
の
二

つ
の
ど
ち
ら
か
に
な
り
そ
う
で
す
。
ま

ず
、
一
つ
め
は
、
こ
の
ケ
ン
（
県
〔
千

葉
県
〕）
に
と
ど
ま
り
、
各
地
の
教
会
を

二
～
四
週
間
づ
つ
滞
在
・
援
助
し
な
が

ら
訪
問
す
る
と
い
う
も
の
。（
と
て
も
熱

心
な
伝
道
者
で
あ
る
）
私
の
日
本
語
の

先
生
も
一
緒
に
行
っ
て
も
ら
え
ば
、
支

援
を
必
要
と
し
て
い
る
各
地
教
会
を
お

手
伝
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
つ

い
で
に
私
の
日
本
語
の
勉
強
も
同
時
に

で
き
る
の
で
す
。〔
各
地
の
〕
天
気
や
気

温
な
ど
が
ど
の
よ
う
で
あ
っ
て
も
私
達

が
〔
純
〕
日
本
家
屋
で
生
活
す
る
こ
と

が
な
ん
と
か
や
り
き
れ
る
な
ら
で
き
る

か
ぎ
り
こ
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
、
旅

と
短
期
間
の
居
住
【
後
半
は
千
葉
町
に

も
一
～
二
か
月
暮
ら
す
こ
と
に
な
る
／

房
総
半
島
南
部
の
北
条
や
保
田
は
除
外

す
る
】
を
、
今
年
の
年
末
か
来
年
の
三

月
ま
で
続
け
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
後
の
予
定
は
確
定
し
て
い
て
、

伝
道
局
本
部
あ
る
い
は
日
本
の
伝
道
団

か
ら
の
反
対
が
な
い
か
ぎ
り
、（
岩
手
県
）

盛
岡
に
行
き
、
ミ
ラ
ー
夫
妻
（
オ
ラ
ン

ダ
改
革
派
教
会
）
が
帰
国
し
不
在
と
な

る
期
間
の
仕
事
を
引
き
受
け
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
活
動
予
定
と
し
て
は
、

教
師
退
職
後
す
ぐ
に
、
信
州
の
山
間
地

帯
の
上
田
に
移
動
し
、
盛
岡
で
私
が
必

要
と
な
る
ま
で
の
間
伝
道
活
動
を
支
援

す
る
こ
と
で
す
。
た
だ
、
千
葉
と
上
田

の
間
は
距
離
が
あ
る
の
で
、
何
か
の
連

絡
が
来
る
に
も
多
少
遅
く
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

北
海
道
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
伝
道

本
部
の
動
き
な
ど
が
全
く
わ
か
ら
な
い

た
め
、
何
も
話
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
実
に
、
本
国
伝
道
本
部
か
ら
最
新
の

連
絡
を
い
た
だ
い
て
い
な
い
た
め
、
タ

ム
ソ
ン
博
士
と
ご
家
族
の
こ
と
以
外
は

様
々
な
伝
道
計
画
を
ま
っ
た
く
わ
か
っ

て
い
な
い
状
態
で
す
。
で
す
か
ら
、
新

規
の
活
動
拠
点
の
こ
と
に
つ
い
て
私
が

語
れ
る
こ
と
は
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

一
宣
教
師
と
し
て
、
盛
岡
か
ら
緊
急
の

招
き
を
受
け
て
い
る
現
状
を
考
え
る
と
、

今
の
と
こ
ろ
新
規
活
動
拠
点
に
関
し
て

は
考
え
る
余
地
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
こ
の
上
な
く
困
り
苦
し
ん
で
い
る

場
所
が
あ
る
な
ら
、
私
は
そ
れ
が
ど
ん

な
場
所
で
あ
ろ
う
と
も
気
に
せ
ず
向
か

う
気
持
ち
だ
け
は
あ
る
つ
も
り
で
す
。

と
は
い
え
、
今
は
、
こ
の
県
〔
千
葉
〕

に
と
ど
ま
り
私
の
力
を
試
し
て
み
た
い

の
で
す
。
そ
の
中
で
、
で
き
る
限
り
時

間
を
み
つ
け
日
本
語
を
〔
さ
ら
に
完
璧

な
と
こ
ろ
ま
で
〕
学
び
身
に
つ
け
た
い

の
で
す
。

　

 

七
月
七
日
（
金
）

　
　

一
九
一
六
（
大
正
五
）
年

 　

野
付
牛
婦
人
矯
風
會　

第
二
回

　

 

野
付
牛
婦
人
矯
風
會　

第
三
回

　

 

一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
七
月
三
日
（
火
）

　

遊
郭
誘
致
を
阻
止
し
た
矯
風
会
の

　

最
初
の
成
果
を
記
録
の
中
に
見
る

　

こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

記
録
を
原
文
の
マ
マ
掲
載

0

0

0

0

し
ま
す

　
　
　

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

〔
第
二
回
〕

　
〔
大
正
五
年
〕
七
月
七
日

　
　
ピ
ヤ
ソ
ン
邸
に
て
第
二
番
目
の
婦
人

　
矯
風
会
の
集
を
開
き
ま
し
た
　
出
席
者

　
十
二
名
。

　
　
初
め
に
讃
美
歌
二
百
七
十
番
を
歌
い
、

　
ピ
ヤ
ソ
ン
夫
人
の
聖
書
朗
讀
、
使
徒
行

　
傳
九
章
二
十
七
節
、
後
夫
人
の
祈
あ
り
、

　
書
記
が
名
簿
を
よ
み
、
つ
づ
い
て
記
録

　
朗
讀
、
会
計
の
報
告

　
　
　
□
、
例
会
の
集
會
日
は
き
め
る
は

　
ず
で
あ
り
ま
し
た
が
九
月
ま
で
決
め
な

　
い
事
に
致
し
ま
し
た
。

　
　
會
長
か
ら
會
へ
會
計
の
帳
面
、
書
記

　
の
帳
面
及
印
を
寄
附
し
て
戴
き
ま
し
た
。

　
　
會
長
が
陳
状
書
に
つ
い
て
こ
ふ
云
ふ

　
報
告
を
し
ま
し
た
。
六
月
二
十
五
日
か

　
ら
今
日
七
月
七
日
ま
で
十
二
日
間
・
陳

　
状
書
を
宅
廻
り
を
し
て
只
今
三
百
三
十

　
五
名
の
名
を
書
い
て
戴
き
ま
し
た
。

　
　
其
働
を
し
た
者
は
、
主
に
五
人
の
會

　
員
即
ち
ピ
ヤ
ソ
ン
夫
人
、
山
田
夫
人
、

　
加
藤
夫
人
前
田
静
子
其
他
助
け
た
男
子

　
は
、
松
浦
様
、
三
中
隊
、
ア
イ
ノ
内
六

　
十
二
人
、
瀬
浪
様
、
一
中
隊
、
端
野
、

　
十
八
人
、
菊
田
様
、
似
頃
、
五
十
一
人
、

　
山
田
様
、
鐵
道
部
、
四
十
二
人
、
残
り

　
は
町
か
ら
ピ
ヤ
ソ
ン
博
士
が
御
働
き
下

　
さ
い
ま
し
た
。

　
　
會
長
は
近
日
札
幌
へ
行
か
れ
る
時
に

　
札
幌
で
陳
状
書
の
一
つ
を
上
る
は
ず
に

　
成
っ
て
居
り
ま
し
た

　
　
内
山
大
臣
に
は
軽
井
沢
か
ら
上
る
事

　
に
成
り
ま
し
た
。
成
大
な
る
働
は
神
の

　
御
力
に
よ
り
て
出
来
ま
し
た
。

　
　
研
究
会
で
遠
軽
の
救
世
軍
大
尉
田
中

　
氏
を
依
頼
し
て
公
娼
問
題
に
つ
い
て
力

　
あ
る
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

〔
第
三
回
〕

　
大
正
六
年
七
月
三
日
　
教
会
堂
に
於
て

　
　
　
出
席
者
　
六
名

　
　
　
新
入
会
員
一
名
　
　
木
村
ユ
キ

　
　
　
現
在
会
員
総
計
　
二
十
四
名

　
第
一
　
礼
拝
會
　
司
会
ピ
ヤ
ソ
ン
夫
人

　
　
　
　
ヨ
シ
ュ
ア
記

　
九
章
一
～
九

　
第
二

　
事
務
會

〔今後の活動案　メモ〕     ※ 1891 年＝明治 24 年

                    　　　　　  (1891 年 )      
  1.　千葉、学校　　： 5 月〜 7 月        　　　(1892 年 )
　　 千葉、伝道旅　：  　7 月か 9 月から　 l 月か 3 月まで
　　 盛岡、居住　　： 　　　　　　　　     3 月〜

　2.  千葉、学校　　： 5 月〜 7 月
　　 上田とその近郊
　　　　居住と巡回：  　　7 月から   　　　3 月まで
　　 盛岡 　　　　   ： 　　　　　　  　　　　3 月〜
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一
、
名
前
点
呼

　
　
　
二
、
記
録
朗
讀

　
及
ビ

　
承
認

　
　
　
三
、
會
計
報
告

　
及
ビ

　
確
定

　
　
　
四
、
事
務
報
告

　
（
會
長
）

　
　
一
、
此
町
に
再
び
遊
廓
の
建
た
ぬ
事
を

　
　
　
廓
清
会
に
依
頼
す
る
こ
と

　
　
二
、
野
付
牛
支
部
の
名
に
よ
り
て
町
会

　
　
　
議
員
に
廓
清
会
雑
誌
を
送
る
こ
と

　
　
　
　
可
決

　
　
三
、
公
娼
全
廃

　
五
銭
袋

　
運
動
資
金

　
　
　
を
集
る
こ
と

　
　
　
　
五
人
に
て
凡
そ
百
袋
を
分
配
す

　

　
　
　
　
可
決

　
第
三

　
感
謝

　
　
　
祈
禱

　
　
散

　
　
会

　

右
記
か
ら
六
年
後
に
再
度
、
遊
廓
誘

致
が
持
ち
上
が
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
、

再
び
反
対
請
願
が
提
出
さ
れ
た
記
事
が

『
新
札
幌
市
史
』に
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

　

日
本
キ
リ
ス
ト
教
婦
人
矯
風
会
本
部

は
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
の
第

二
三
回
大
会
で
「
今
後
六
年
間
に
、
公

娼
制
度
の
廃
止
を
期
す
る
事
」
を
決
議

し
、
公
娼
全
廃
運
動
に
取
り
組
む
こ
と

と
な
る
（
日
本
キ
リ
ス
ト
教
婦
人
矯
風

会
百
年
史
）

　

道
内
で
も
〔
大
正
〕
十
二
年
、
野
付

牛
町
（
現
北
見
市
）
遊
廓
設
置
請
願
書

が
道
庁
に
提
出
さ
れ
る
と
、
野
付
牛
婦

人
矯
風
会
会
員
た
ち
が
遊
廓
設
置
反
対

の
署
名
活
動
を
行
い
、
道
庁
当
局
へ
認

可
請
願
書
棄
却
願
を
提
出
し
（
北
タ
イ

大
12
・
５
・
14
）、
こ
れ
に
よ
り
同
町
に

は
遊
廓
は
設
置
さ
れ
な
か
っ
た
。
…
…

『
新
札
幌
市
史
第
四
巻
通
史
四
』(1997. 3)

第
八
編
第
六
章
第
四
節 

三
、
女
性
の
自
覚
的

運
動
へ
の
発
展　

p.694

～p.696

 　

七
月
三
一
日
（
月
）

　
　
　

一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）
年

　

 

ピ
ア
ソ
ン
宣
教
師
フ
ィ
ラ
デ
ル

 　

フ
ィ
ア
で
召
天(

78
歳)

ピ
ア
ソ
ン
忌

　

逝
去
を
伝
え
る
エ
リ
ザ
ベ
ス
市
の
新

聞
は
、『
田
舎
伝
道
者
』
に
一
部
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
改
め
て
原
文
を
完
全

に
訳
し
て
み
ま
し
た
。

　
　
　

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
収
蔵
目
録
Ⅰ
に
掲
載
の
記
事

■
エ
リ
ザ
ベ
ス
市
の
新
聞
記
事

　
　
　
　
　
　
　
　

１
９
３
９
年
８
月
２
日
付
け

　

ピ
ア
ソ
ン
博
士
の
葬
儀
日
程

　

決
ま
る

　
　

40
年
間
日
本
で
伝
道
に
あ
た
っ
た

　
　

隠
退
宣
教
師

　

牧
師
ジ
ョ
ー
ジ
・
ペ
ッ
ク
・
ピ
ア
ソ

ン
神
学
博
士
（
隠
退
の
長
老
派
海
外
派

遣
宣
教
師
、
月
曜
夜
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ

ア
で
逝
去
）
の
葬
儀
が
、
金
曜
午
後
に
、

オ
グ
デ
ン
葬
儀
場
（
ノ
ー
ス
・
ブ
ロ
ー

ド
通
り
沿
い
、
パ
ー
カ
ー
通
り
か
ど　

※
現
在
は
こ
の
地
に
無
し
）
に
て
、
第

一
長
老
教
会
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ア
レ
グ
ザ

ン
ダ
ー
・
ロ
ス
牧
師
の
司
式
に
よ
り
執

り
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
埋
葬
は
オ
レ
ン

ジ
の
墓
所
に
て
近
親
者
の
み
で
行
わ
れ

ま
す
。

　

ピ
ア
ソ
ン
牧
師
は
、
宣
教
地
日
本
に

40
年
間
滞
在
し
ま
し
た
が
、
一
貫
し
て

本
籍
を
当
市
ノ
ー
ス
・
ブ
ロ
ー
ド
通
り

９
２
６
番
地
に
お
い
て
あ
り
ま
す
。
こ

の
家
に
は
現
在
兄
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
Ｈ
・

ピ
ア
ソ
ン
さ
ん
、
姉
ミ
ス
・
メ
ア
リ
ー
・

Ｈ
・
ピ
ア
ソ
ン
さ
ん
が
住
ん
で
い
ま
す
。

ピ
ア
ソ
ン
牧
師
は
、
亡
く
な
る
二
週
間

ほ
ど
前
か
ら
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
在

住
の
医
師
で
義
理
の
弟
の
Ｒ
・
マ
ッ
ク

ス
・
ゲ
ッ
プ
さ
ん
の
お
宅
に
世
話
に
な

っ
て
い
ま
し
た
が
、
糖
尿
病
と
そ
の
合

併
症
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

ピ
ア
ソ
ン
牧
師
は
、
当
市
の
生
ま
れ

育
ち
で
あ
り
、
故
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
Ｈ
・

ピ
ア
ソ
ン
牧
師
と
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
・
ペ

ッ
ク
・
ピ
ア
ソ
ン
さ
ん
の
御
子
息
で
す
。

ピ
ン
グ
リ
ー
・
ス
ク
ー
ル
で
学
び
、
そ

し
て
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
を
一
八
八
二

年
に
卒
業
し
ま
し
た
。
そ
の
後
キ
リ
ス

ト
教
伝
道
を
志
し
て
プ
リ
ン
ス
ト
ン
神

学
校
で
学
び
ま
し
た

　

ピ
ア
ソ
ン
牧
師
は
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ

ィ
ア
出
身
で
、
同
じ
く
日
本
に
渡
っ
た

宣
教
師
の
ミ
ス
・
ア
イ
ダ
・
ゲ
ッ
プ
さ

ん
と
結
婚
し
ま
し
た
。
ア
イ
ダ
夫
人
は
、

一
昨
年
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

ピ
ア
ソ
ン
牧
師
は
、
長
期
に
渡
る
日

本
で
の
伝
道
活
動
の
中
で
、
日
本
語
が

堪
能
で
あ
る
た
め
皇
室
の
外
交
部
付
き

通
訳
に
招
聘
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
彼

は
、
自
ら
が
選
ん
だ
伝
道
活
動
に
専
念

す
る
こ
と
を
希
望
し
て
、
こ
の
話
を
断

り
ま
し
た
。

　

ピ
ア
ソ
ン
牧
師
は
、
八
年
前
に
宣
教
師

を
引
退
し
て
以
来
、
生
活
の
ほ
と
ん
ど

の
時
間
を
文
筆
活
動
に
あ
て
、
種
々
の
キ

リ
ス
ト
教
小
冊
子
を
書
き
上
げ
ま
し
た
。

彼
は
、
米
国
に
戻
っ
て
す
ぐ
フ
ィ
ラ
デ
ル

フ
ィ
ア
に
居
住
し
ま
し
た
が
、
当
地
に
も

頻
繁
に
足
を
運
ん
で
い
ま
し
た
。

　

彼
は
、
長
年
、
当
市
の
ウ
エ
ス
ト
ミ

ン
ス
タ
ー
長
老
教
会
の
会
員
で
し
た
。

　

遺
族
と
し
て
、
当
市
の
ノ
ー
ス
・
ブ

ロ
ー
ド
通
り
の
兄
と
姉
の
ほ
か
に
、
同

じ
く
当
市
に
住
む
妹
ミ
セ
ス
・
キ
ャ
ロ

ラ
イ
ン
・
ビ
ゲ
ロ
ー
さ
ん
が
い
ま
す
。

　

死
因
は
糖
尿
病
の
余
病

　
　
　

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

　

夫
人
没
後
、
夫
人
の
祈
り
の
研
究
に

手
を
入
れ
、
編
纂
し
て
出
版
を
終
え
、

最
期
の
未
完
の
著
作
「
贖
罪
諭
」
に
と

り
か
か
っ
た
こ
ろ
か
ら
、
か
ね
て
よ
り

患
っ
て
い
た
糖
尿
病
か
ら
余
病
が
併
発

し
、
一
九
三
九
年
七
月
三
十
一
日(

昭

和
十
四
年
）、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
夫

人
の
実
弟
で
医
者
の
Ｒ
・
マ
ッ
ク
ス
・

ゲ
ッ
プ
氏
の
家
で
召
天
し
た
。
享
年

七
十
九
才
。
数
え
の
八
十
才
。
引
退
帰

国
後
、
十
一
年
目
で
あ
っ
た
。

『
田
舎
伝
道
者
～
ピ
ア
ソ
ン
宣
教
師
夫
妻
』
小

池
創
造
著

　

亡
く
な
る
ま
で
数
日
の
病
気
と
は
？

　
　
　

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

　

こ
の
夏
の
間
に
、
残
念
な
こ
と
に
同

窓
会
員
の
二
人
が
逝
去
し
ま
し
た
。
牧

師
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｐ
・
ピ
ア
ソ
ン
神
学
博

士
は
、
数
日
の
病
気
の
後
、
七
月
三
一

日
逝
去
。
ウ
ォ
ー
ド
・
Ｃ
・
ピ
ー
バ
デ

ィ
師
は
、
長
期
の
闘
病
生
活
の
の
ち
九

月
十
一
日
逝
去
。
お
二
人
と
も
、〔
親
交

の
あ
っ
た
〕
同
期
の
方
々
か
ら
偲
ば
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

「
プ
リ
ン
ス
ト
ン
・
同
窓
会
・
週
報
」

一
九
三
九
年
九
月
二
二
日
付
け

　　

葬
儀
は
オ
グ
デ
ン
葬
儀
場
（ 

エ
リ
ザ

ベ
ス
市
）。
従
っ
て
、
召
天
し
た
の
が
フ

ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
市
、
葬
儀
は
エ
リ
ザ

ベ
ス
市
、
埋
葬
は
オ
レ
ン
ジ
の
ロ
ー
ズ

デ
ー
ル
墓
地
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
　

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

※
オ
グ
デ
ン
の
葬
儀
場
と
は

　

エ
リ
ザ
ベ
ス
市
生
ま
れ
の
フ
ラ
ン
ク
・
ク

ラ
ー
ク
・
オ
グ
デ
ン(1859 0831

～1946 

0809)

が
、
異
母
兄
弟
の
ハ
ロ
ル
ド
と
共
同
で

経
営
し
て
い
た
葬
儀
場
。
場
所
は
、
ピ
ア
ソ

ン
の
実
家
に
近
い
ノ
ー
ス
・
ブ
ロ
ー
ド
通
り

458

に
あ
っ
た
。
現
在
は
、
銀
行
が
建
っ
て

い
る
。（W

eb

の
情
報
を
も
と
に
北
原
が
作
成
）

　
　
　

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

葬
儀
の
様
子

　

ピ
ア
ソ
ン
の
葬
儀
は
、
極
め
て
厳

粛
、
か
つ
驚
く
ほ
ど
簡
素
で
あ
っ
た
。

た
ま
た
ま
米
国
遊
学
中
で
晩
年
の
ピ
ア

ソ
ン
師
の
側
近
く
い
た
生
月
前
氏
の
直

話
に
よ
る
と
‥
‥
‥
集
っ
た
人
た
ち
が

十
五
、六
名
。
賛
美
歌
は
一
つ
。
ピ
ア
ソ

ン
に
つ
い
て
何
も
語
ら
れ
ず
、
葬
儀
は

二
十
分
位
で
終
わ
り
、
司
式
も
葬
儀
屋

牧
師
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
日
本
で
伝

道
し
た
日
本
語
の
で
き
る
宣
教
師
が
、

生
月
氏
に
日
本
人
が
こ
の
葬
儀
に
出
れ

た
こ
と
は
よ
か
っ
た
と
一
言
い
っ
た
だ

け
で
あ
る
。
…
…
…
…
…

　
『
田
舎
伝
道
者
～
ピ
ア
ソ
ン
宣
教
師
夫
妻
』
小
池

　

創
造
著
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■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

ピ
ア
ソ
ン
さ
ん
が
召
天
し
た
家

Ｒ
・
マ
ッ
ク
ス
・
ゲ
ッ
プ
邸

　

新
聞
報
道
な
ど
に
よ
る
と
、
ピ
ア
ソ
ン
さ
ん

は
、
一
九
三
九
年
七
月
三
一
日
夜
、
フ
ィ
ラ
デ

ル
フ
ィ
ア
の
義
理
の
弟
の
家
で
逝
去
し
た
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

義
理
の
弟
と
は
、
ア
イ
ダ
夫
人
の
一
番
下

の
弟
に
あ
た
るR M

ax Goepp

氏
で
、
フ
ィ

ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
は
知
ら
な
い
人
は
い
な
い
、

医
学
博
士
で
臨
床
医
学
の
権
威
の
著
名
人
で

し
た
。

　

彼
の
邸
宅
は
、
上
記
写
真
の
も
の
で
、
建

設
は
一
九
二
五
年
頃
と
な
っ
て
お
り
、
現
在

も
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
ま
す
。
不
動
産
情
報

サ
イ
ト
を
見
る
と
、
過
去
の
売
買
さ
れ
た
記

録
で
、
一
時
は
一
千
万
ド
ル
と
い
う
高
額
で

取
引
さ
れ
た
記
録
も
あ
る
大
邸
宅
で
す
。R 

M
ax Goepp

氏
の
住
所
は
、
国
勢
調
査
の
記

録
を
見
る
と
、
一
九
二
〇
年
か
ら
、
こ
の
住

所
と
な
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
間
違
い
な
く
、

ゲ
ッ
プ
さ
ん
が
建
て
た
家
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

住　　所：4047 Pine Street, Philadelphia, PA 19104

建 設 年：1925 年

建　　坪：2700 sqft ( 約 76 坪 )　３階

敷地面積：3700 sqft ( 約 104 坪 )

改
稿

「
ピ
ア
ソ
ン
学
事
始
め
」　
⑮
　

　

こ
の
「
ピ
ア
ソ
ン
学
事
始
め
」
は
、
18
年
前
に
街
の
情
報
誌
に

書
か
れ
た
も
の
で
す
が
、
少
し
手
を
加
え
年
号
な
ど
も
修
正
し
改

稿
と
し
て
連
載
し
て
い
ま
す
。
　

ピ
ア
ソ
ン
会
理
事　

伊
藤　

悟

　

北
海
道
に
お
け
る
女
学
校
の
始
ま
り
は
、

一
八
八
二
（
明
治
一
五
）
年
函
館
の
遺
愛

女
学
校
の
開
設
に
よ
り
ま
す
が
、
道
央
で

は
一
八
八
七
（
明
治
二
十
）
年
札
幌
の
ス

ミ
ス
女
学
校
が
最
初
と
さ
れ
ま
す
。

　

ス
ミ
ス
女
学
校
は
、
一
八
九
四
（
明
治

二
七
）
年
に
は
北
星
女
学
校
と
名
称
を
変

更
し
、
以
後
北
海
道
に
お
け
る
女
子
教
育

の
中
心
的
な
存
在
と
し
て
発
展
し
て
い
き

ま
す
。
そ
の
北
星
女
学
校
の
草
創
期
に
、

協
力
を
要
請
さ
れ
た
ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
は
献

身
的
な
活
躍
を
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年

に
小
樽
で
開
設
さ
れ
た
静
修
女
学
校
（
大

正
３
年
ロ
ー
ズ
の
急
死
に
よ
り
閉
校
）
へ

の
献
身
的
な
援
助
も
惜
し
み
ま
せ
ん
で
し

た
。
特
に
ピ
ア
ソ
ン
夫
人
は
、
来
日
当
初

東
京
の
立
教
女
学
院
で
の
教
師
の
経
験
か

ら
、
率
先
し
て
女
学
校
へ
の
か
か
わ
り
を

重
要
視
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
こ
の
こ
と

が
、
以
後
旭
川
・
北
見
で
の
活
動
の
中
で

も
大
き
く
影
響
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
は
、
一
九
〇
一
（
明
治

三
四
）
年
に
旭
川
に
移
転
す
る
ま
で
、
札

幌
を
中
心
に
北
星
女
学
校
、
静
修
女
学
校
、

さ
ら
に
北
大
の
前
身
で
あ
る
札
幌
農
学
校

で
の
教
育
活
動
に
全
力
を
傾
注
し
ま
す
が
、

ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
に
と
っ
て
、
来
日
以
来
関

わ
っ
て
き
た
学
校
教
育
活
動
へ
の
奉
仕
が
、

⒂　

ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
、
女
子
教
育
界

　
　
　

へ
の
貢
献

北
海
道
教
育
界
草
創
期
に
多
大
な
功
績

を
残
し
た
事
は
特
筆
に
値
し
ま
す
。

　

小
樽
と
札
幌
で
の
ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
の

活
動
に
関
し
て
は
、
学
校
関
係
・
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
以
外
で
の
情
報
は
余
り
残
っ
て
い

な
い
よ
う
で
す
。
い
や
、
残
っ
て
い
る

け
ど
、
ま
だ
そ
の
情
報
を
私
た
ち
が
発

見
で
き
な
い
だ
け
な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
の
で
、
ま
だ
ま
だ
調
査
を
続
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。（
こ
の
原
稿
以
降
、
婦

人
運
動
・
ア
イ
ヌ
民
族
へ
の
人
権
活
動

等
々
、
多
く
の
活
動
記
録
を
入
手
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
）

写
真
／
１
８
９
４
（
明
治
27
）
年
頃
の
ス
ミ

ス
女
学
校
（
北
星
女
学
校
と
改
め
る
）
と
ス

ミ
ス
。
札
幌
の
北
四
条
西
一
丁
目
。
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編 

集 

後 

記

　

暑
い
夏
が
続
い
て
い
ま
す
。
身
体
に
は

充
分
気
を
つ
け
ら
れ
て
い
る
と
は
思
い
ま

す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
も
充
分
配

慮
し
て
下
さ
い
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
始
ま

り
、
ど
こ
と
な
く
落
ち
着
か
な
い
日
々
が

続
い
て
い
ま
す
。

　

99
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
行
事
が

制
限
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
開
館
50

周
年
記
念
行
事
は
10
月
以
降
に
さ
さ
や
か

に
実
施
し
た
い
と
予
定
し
て
い
ま
す
が
、

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

案
内
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

世
界
的
に
、
異
常
気
象
が
続
い
て
い
る

よ
う
で
す
。
今
後
、
日
本
も
こ
の
よ
う

な
気
象
現
象
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
様
な

日
々
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
北
海
道
に

と
っ
て
温
暖
化
は
ど
の
よ
う
な
現
象
を
も

た
ら
す
の
で
し
ょ
う
。
心
配
で
す
。

　
　
　
　
　
（
理
事
兼
事
務
局
長
）
伊
藤　

悟

「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
の
便
り
」
第
28
回

ピ
ア
ソ
ン
会
顧
問　

グ
ラ
ハ
ム
・
ハ
ー
ド
氏 

２
０
２
１
・
５
・
31

◆
メ
ッ
セ
ー
ジ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
北
見
の
春
の
兆
し
が
嬉
し
い
で
す
。

月
食
が
見
ら
れ
て
良
か
っ
た
で
す
ね
。

私
は
フ
ァ
ン
ガ
ヌ
イ
で
良
い
眺
め
が
で

き
ま
し
た
。

◆
木
曜
日
（
５
／
27
）
に
フ
ァ
ン
ガ
パ

ラ
オ
ア
へ
帰
る
ド
ラ
イ
ヴ
の
天
候
は
最

高
で
し
た
。
島
の
中
央
に
あ
る
山
々
の

ル
ア
ペ
フ
、
ン
ガ
ウ
ル
ホ
エ
、
そ
し
て

ト
ン
ガ
リ
ロ
は
新
雪
を
頂
き
、
殊
の
外

素
晴
ら
し
い
眺
め
で
し
た
。
写
真
添
付

し
ま
す
。

◆
昨
日
（
５
／
30
）
は
、
シ
ド
ニ
ー
か

ら
ち
ょ
っ
と
戻
っ
た
甥
の
た
め
に
、
姉

夫
婦
宅
で
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

パ
ー
テ
ィ
を
開
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
ウ

ィ
ル
ス
発
症
前
以
来
の
初
め
て
の
こ
と
。

甥
は
、
今
日
シ
ド
ニ
ー
へ
向
か
っ
て
い

ま
す
。

２
０
２
１
・
６
・
18

◆
皆
さ
ん
か
ら
の
誕
生
日
メ
ッ
セ
ー
ジ
、

あ
り
が
た
く
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
感
染
症
の
時
勢
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ご
健
康
で
あ
り
、
何
よ
り
で
す
。
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
進
み
ま
す
よ
う
に
。

◆
火
曜
（
６
／
15
）
の
夕
方
、
姉
夫
婦

宅
に
弟
も
来
て
、
ち
ょ
っ
と
早
い
誕
生

祝
い
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
デ
ザ
ー
ト

に
は
、
姉
特
製
の
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー

ツ
バ
バ
ロ
ワ
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

◆
昨
日(

６
／
17
・
誕
生
日)

は
楽
し

い
一
日
で
し
た
。
ヴ
ェ
ラ
ン
ダ
か
ら
見

え
た
朝
の
虹
を
送
り
ま
す
。
先
日
、
庭

木
を
剪
定
し
て
お
い
た
の
で
、
い
つ
も

よ
り
開
け
た
風
景
が
見
え
る
で
し
ょ
う
。

過
去
何
年
に
も
わ
た
っ
て
、
皆
さ
ん
か

ら
贈
ら
れ
た
日
本
関
係
の
素
敵
な
本
を

見
返
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。
最
近
も
広

重
の
東
海
道
五
十
三
景
（
説
明
付
き
）

を
開
き
、
作
品
の
中
に
、
芭
蕉
も
似
た

よ
う
な
旅
を
し
て
い
た
こ
と
が
想
像
で

き
ま
し
た
。
そ
の
本
は
、
１
９
９
４
年

６
月
16
日
の
誕
生
会
に
頂
い
た
も
の
で

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
方
か
ら
親
切
な
添

え
書
き
が
あ
り
、
そ
の
折
の
二
枚
の
写

真
も
あ
り
ま
し
た
。
み
ん
な
、
ず
っ
と

若
か
っ
た
！　

分
か
ち
合
っ
た
素
晴
ら

し
い
時
代
の
懐
か
し
い
記
憶
が
呼
び
戻

さ
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
含
め
て
、

心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。
皆
様
の
ご

多
幸
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

２
０
２
１
・
７
・
17 

◆
写
真
と
記
事
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
良
い
夏
の
季
節

に
、
北
見
で
は
自
然
災
害
な
ど
あ
り
ま

せ
ん
よ
う
に
。
こ
こ
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
で
は
冬
型
の
天
候
に
な
り
、
今
日
は

湿
度
も
高
く
、
風
も
強
い
で
す
。

２
０
２
１
・
７
・
22

◆
返
信
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
書

道
の
練
習
を
毎
日
続
け
て
い
ま
す
。
昨

日
は
、
大
伴
家
持
の
和
歌
で
し
た
。

「
珠
洲
の
海
に
　
朝
開
き
し
て
　
漕
ぎ

来
れ
ば
　
長
浜
の
浦
に
　
つ
き
照
り
に

け
り
」　

お
元
気
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

　教会創立 1900 年

　　　　日本キリスト教会 北見教会
　主日礼拝・毎週日曜 午前 10 時 15 分
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TEL/Fax 0157-23-3361　e-mail　k.mori64@outlook.jp

開
館
50
周
年
記
念
誌

「
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
」

　

今
年
で
開
館
50
周
年
を
迎
え
た
ピ
ア
ソ

ン
記
念
館
の
記
念
誌
を
発
行
し
ま
し
た
。

　

Ａ
４
版
20
ペ
ー
ジ
で
、表
紙
は
カ
ラ
ー
、

本
文
モ
ノ
ク
ロ
仕
様
で
す
。

　

非
売
品
で
の
製
作
で
、
関
係
団
体
や
関

係
者
へ
の
配
布
を
目
的
と
し
て
の
も
の
で

す
。

　
「
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
の
建
設
経
過
」「
復

元
工
事
及
び
改
修
工
事
等
」「
北
見
国
ピ

ア
ソ
ン
夫
妻
の
足
跡
」「
主
な
展
示
資
料

１
階
・
２
階
」「
エ
リ
ザ
ベ
ス
市
展
示
資

料
室
」「
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
記
念
室
」「
唐
笠

何
蝶
記
念
室
」『
英
文
で
の
館
内
説
明
文
』

な
ど
の
構
成
で
す
。
限
ら
れ
た
予
算
で
の

発
行
と
な
り
部
数
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
ご
容
赦
下
さ
い
。


